第16回　施設処遇検討会議　議事録　H23.8.29

13:30～15:30

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山SGM・長谷部S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・中岫かなえ

　　　　　　　　　　　　馬渕豊子・木村春子・小坂和子・中村文洋

　　　　　　（欠席者：三浦綾・上平ユリ子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

記　録：中村文洋
議題

１：青木　紀子様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：奥山　以依子様（青風荘入所者様）の処遇について

１：青木　紀子様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　合併症：なし

＜処遇計画＞

①日中活動への参加　・生活リズムの確立　・日課の自立的な遂行　・デイケア通所日以外の過ごし方
介入方法

・日課チェック表を定期的に（1回/一週間程度）確認し、日課の遂行に対する意識を強化する。

・日課チェック表の確認とともに、日課の様子をスタッフが随時確認し、客観的な評価を伝えると共に、適切な日課を行えるよう介入する。

・就労についての情報提供や意見交換する時間を設け、就労に対する意識を向上させる（余暇時間など）。

②家族関係の調整　　・自宅への定期的な外出泊の実施
介入方法

・外出泊を実施する。（期間を決める）

・外出泊に行く前に家で遂行する課題を設定し、帰荘後は振り返りを行う。

・外出泊の都度、本人による自己評価と、家族から評価をしてもらう。

③生活技術の向上と訓練　・単身生活に必要な生活技術の確認　・単身生活を想定した生活技術訓練

介入方法

・単身生活に必要な技術について、自己評価とスタッフからの見立てを共有し、現在の状況との比較を行う。

・部屋の整理整頓を確認・促しを行う。適宜スタッフが介入し、整理整頓の習慣化を図る。

・自炊訓練について、頻度や振り返りの仕方を本人と話し合い、実施する。

④対人関係と病状の管理　・対人関係等によるストレスの対処法　・病状の振り返り

介入方法

・デイケアと連携し、本人の交友関係について適切な見守りを行う。

・デイケアや友人等との外出時の様子及び対人交流の仕方について本人から聞き取りと振り返りを行う。

・病状の変化についてスタッフの見守りにより把握する。

・どういう状況下で病状の変化があるのか本人にフィードバックする。

＜評価＞
入所後１０ヶ月が過ぎ、青山荘の生活にも慣れてきている。現在、朝食後に２度寝してしまうことでデイケアへの通所が遅れてしまうことが見られている為、状況を確認の上で担当医へ報告を行っていくことが対応として求められる。また、近くに住んでいる父親がキーパーソンになることから、本人と父親の関係調整を行うとともに病気の理解も促していく。今後は、生活技術で保持できている物と獲得が必要になる物を確認、訓練を本格化していくこととする。青南病院への入院１回目に、姉様が治療費に当てるお金を三戸町社会福祉協議会から生活福祉資金を借りていたが、そのお金を借りる際の名義についても確認を行っていく。

※三戸町で生活保護を受けるとした場合、生活福祉資金の返済が条件として必要となる。
２：奥山以依子様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症：なし

①対人関係に於いてスム－ズな交流や適切な表現をすることが難しい

・その場の内容に合わない事を唐突に話す。

・他者に誤解されやすい言動が見られる。

・幻聴に左右された言動や様子が見受けられる。

介入方法

・その場面の内容に合わない事を話す場合には一応本人の話を聞き取り、今、何について話しているのか振り返りながら修正していく。

・あきらかに本人に非がある場合は（他者の顔面にぶつかっても無視しているなど）謝罪が必要であり、社会性の欠如であることを本人が理解できるよう説明する。

・他者と友好な関係を構築できるようその都度言動の振りを促しながら介入しつつ見守りしていく。

・自分の思っている感情や悩み等について日記を活用しスタッフに相談やアドバイスを仰ぐ方法もあることを提案する。

・幻聴等についての言動が見受けられた際は主治医へ情報提供していく。

②社会資源の活用が不十分　　　・市役所での手続き・バス利用等の習得

介入方法
・同行外出を設定し、バスを利用して単独でも市街へ出かけ簡単な買物ができる様に支援していく。

・関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を作り出す。

③力加減の調節が難しく破損させることや傷をつけることがある。　・物によっては事故になる危険性がある
介入方法

・物の取り扱いが上手く行えていない時は、本人のやる気を低下させないよう言葉を選んで説明していく。

・アドバイスに対して柔軟な対応が出来ない為、繰り返しスタッフが実践しながら、物の取り扱い方、力の限度を分かりやすく繰り返し説明し、理解出来るようにしていく。

・大型の物を動かす際には転倒等の危険性がある事を伝え、必ずスタッフへ確認を取る事や単独で行わないように本人へ説明する。

＜評価＞

掃除や食器洗いなどの作業を力任せに行うことが多々見られている。ゆっくり行うようにとの声掛け・指導に対しては「そうですね」と答えるものの動作に反映することがあまりない。他者交流については、他者にぶつかった際に謝罪をせずに物事を済まそうとすることやDNCのプログラムで多くの人が集まる中、場にそぐわない発言を唐突にすることがある。また、休日に「自分の時間」と称して他者との会話や交流を断つ時間を設ける一方で、施設利用者の中村様へ対して頻回に声掛けや干渉を持とうとする行動が見られている。

今後は、作業方法については、その都度の声掛けや行動の振り返りを繰り返し行うことで行動の修正を図り、他者交流に関しては適宜介入・援助、振り返りを行うことで、共同生活における適切な行動を自ら考えるよう促し、場面場面におけるふさわしい対応を判断出来るよう能力の向上引いては社会性の向上に努めていく。そして、家族関係では、保護者である弟様と本人との関係調整を図ると共に弟様の現在の状況確認を行っていく。













